




 

霧の中にいるようです。

白く煙ってなにも見えないのですが

ただ居心地は良くて私はゆらゆら漂います。

この霧の中にはたくさんの人がいて

時たま気配だけが感じられます。

彼らに手を振れば

振り返してくれたりくれなかったりします。

ゆっくり霧に目を凝らすと

彼らは遊んだり作ったり

お互いを観察しあったりしているのがなんとなくわかります。

はっきり見えるのは自分の手元だけなのですが

それは彼らもそうなのだろうと思います。

もやにつつまれながら彼らは遊んでいます。

彼らの手に紡がれるものが彼らを繋いでいて

霧の中でそれはさまざまになりながら

見えたり見えなかったりします。

私はそれを感じながら

ゆらゆらと漂います。
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作品ラリーについての説明

たんぽぽの家のアーティストと京都市立芸術大学の学生が

6つのペアを組み、作品を取り交わすプロジェクトです。

作品は箱の中に入って届けられ、つくり足すのも、つくり変えるのも、

別の作品を返すのも自由です。

こうしたやりとりは2016年夏より、現在まで続いています。

―

本展では、作品だけを提示するのではなく、

コンテクストの記録を映像や写真、交換ノートなど

様 な々メディアとともに展示しました。
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作品ラリーこれまでの流れ

2016年9月 「アート合コン」※京芸の学生がたんぽぽの家に宿泊し、お互いの作品を紹介したり、制作現場を見学する。

2016年11月 「ぼくの京芸紹介します。」※たんぽぽの家のアーティストが京芸を訪問し、学生のおすすめスポットを紹介する。

―

2017年3月 初めての「OPEN KITCHEN」展覧会 ［@KCUA］

―

2018年春 ペア確定

2018年夏 「OPEN KITCHEN 」合宿 ［たんぽぽの家］※たんぽぽの家に宿泊し、それぞれのペアで制作を行う。

  たんぽぽのメンバーが京芸に遊びに来る

2018年冬 学生インタビュー

―

2019年3月 「OPEN KITCHEN」 展覧会 ［ギャラリー崇仁］

2019年4月 「OPEN KITCHEN」 展覧会 ［たんぽぽの家アートセンターHANAギャラリー］
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 「オープンキッチン」 回想27

 「オープンキッチン」 
回想
「オープンキッチン」は、たんぽぽの家のメンバーと京都市立芸術大学の学生

が制作物を交換する試みとしてはじまった。ものを作って段ボールにつめて送り、

相手はそれを開封して手を加え、あるいは新たに何かを作り、段ボールにつめて

送り返す。こちら、大学の側からするとこのやりとりはそれほど難しくなかった。ど

んなものを送りつけても返してくれる信頼が、たんぽぽの家のメンバーや、スタッフ

の人々に対してはじめからあった。その意味では、交換の試みとはいえ、よく整備

された水平面がこちらに向かって開かれており、あとは向こうに飛びこむだけでよ

かった。（たんぽぽの家には、文字どおり「もろ手をあげて」歓迎してくれるメンバーもいる）

だから、学生がものを取り交わすだけでなく、外に向かって展示するという方

針を立てたとき、それは事態をもう少し複雑にする工夫なのだろうと思った。交換

の水平面に、目をこらしていくらかのデコボコを見つけるか、あわよくば別の次元

をさしはさもうとしたのではないだろうか。

もう一年が経つが、展示としての「オープンキッチン」をそんな挑戦として思

い出す。

―

寺岡波瑠さんは展示空間を構想してくれた。寺岡さんは崇仁のギャラリーを

なかば分割して、一方には交換過程の記録を、もう一方には交換の成果物を展示

することにした。「なかば」というのは、展示空間を区切るのが半透明の、風を受ける

とゆらゆらするヴェイルだったから。ギャラリーに入ると、スケッチ、写真、日記、ノー

トのきれぎれが天井から吊るされている。郵送のために使われた段ボールが置い

てあって、作家インタビューの音声記録をそれに腰かけて聞いてもいい。剥き出し

の壁面にはキュレーターの河原雪花さん、小林奏子さんによる詩的な言葉が記さ

れているが、ところどころが欠けて、剥落した文字が床に散らばっている。それらを

踏み、小さな階段をのぼり、おりて、ヴェイルをもちあげる。そうしてはじめて、「オー

プンキッチン」に参加した六つのペア、みんなで十二人の作品を見ることができる。

垂直の広がりとして思い出される、あの展示空間には、交換の過程をひとたび

バラバラにして、じっくり点検しようとする寺岡さんの冷めた手つきがあったと思う。

―

展示されたものはどうだったろうか。

青木克考さんと毛利愛実子さんの作品、というか領域は、誰でもふらっと立ち

寄りたくなる愛らしさだった。それでいて、入りこんでしまえばたくさん刺激があっ

て、つい長居したくなる。

青木さんはノートの文字列をなぞり、雑誌の写真をふちどる。ものの輪郭をな

ぞるだけではなくて、強くもなければ弱くもない、這うような線が見るものをゆった

りとした時間に巻きこむ力を持っている。毛利さんは青木さんのそのリズムを受け

とめて、素材を送り、送り返されてきたものを集め、綴じ、ときには新しいかたちを

与えて共同制作を進めていった。展示のなかには、青木さんの描画が二つ、一つ

はじゃがいも、もう一つはきゅうりみたいな形に丸められたものもあった。二つはワ

イヤーで繋がれ、やじろべえのように平衡をとっている。

展示中には、ビニールシートに風景を透かせて、その輪郭を青木さんに描き

とってもらうパフォーマンスもあった。ためらってみたり、かと思えば一転して大胆

な描きっぷりの青木さんにダンディズムを感じたことを覚えている。

―

同じように、展示中にライブパフォーマンスをおこなったのが水田篤紀さんと

福島周平さんのペアだった。同世代の二人は、仲も良さそうだったが、表現をめぐ

る関心も共有していたのかもしれない。水田さんは絵を描き、ダンスをして、電子デ

バイスを用いた演奏もする（ようは、なんでもする）。福島さんは大学では彫刻を専攻し

ているが、彫刻の技法とデジタルな表現の重なりや、ズレに関心を抱いているよう

でもあった（聞いたわけではないが、たぶん）。二人とも、自分の選びとった方法や、表

現の媒体について知的な自覚があるように見えた。

パフォーマンスはそんな二人にふさわしいやり方だった。大きなカンバスにペ

インティングをするのだが、伸び伸びと手を動かすだけではない。養生テープを

縦横に貼りつけて、その上に線を引いたのち、テープを剥がしてまた線を重ねる。

この手続きを繰り返すことが水田さんから提案されたらしい。水田さんは、経験に

支えられているのか、ためらいなく多層的な画面をつくってゆく。福島さんはときお

り思案しつつ、遅れまいといった表情でそれに応じる。

二人はドローイング作品を交換してきたから、お互いの発想や、手の動きをよ

く知っているのだろう。太さの均一ではない線が協働して、半導体基板のように複

雑な紋様が現れた。

―

これまで振り返った二つのペアの作品は、柔らかい親和の印象を与えるもの

だった。対して、萩原宏一郎さんと平田万葉さんの作品はカチッと硬質の手応えの

あるものとして思い出される。

平田さんは、萩原さんのつくるお面の力に打たれて共同制作に踏み出した。

送られてきたお面には人の目を引く輪郭の歪み、点描の強さだけでなく、「遊び心」

や「おかしみ」もあって、それが平田さんを惹きつけた。交換するなら、それは勝負

だ、とも平田さんは言っていた。このお面がたえず自分を刺激してくるなら、自分も
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また相手を突っつき、刺激を与え返さなければならない。彼女は自室の一角にお

面をひっかけて、そんなことを考えていたらしかった。

一方で、萩原さんは作品についてはあまり語らなかったが、何かをお面に重

ねるのではなく、異なる素材を添えるように、あるいは組み合わせるようにして送り

返してくる自分のペアには満足げだった。「平田さん、何でも知ってはる」。展示され

た作品のなかには、大胆に空白を残したままに展示されたものもあったが、その意

図を尋ねると「違うこともしてみたかった」とのこと。いいものだから、この展示を子

供たちに見てほしいとも言った。

―

「オープンキッチン」が、いつも対等な関係で結ばれていたとは思わない。安田

ひな野さんと山村晃弘さんのペアの場合、少なくとも制作のキャリアにおいて大き

な差があった。山村さんは毎日のルーティンのなかで微細な発展を繰り返しつつ、

長年にわたって絵画の制作に取り組んできた。作品のリストを昔のものからめくっ

てみると、かつて埋め尽くされていた背景にわずかずつ余白が広がり、それが奥

行きとなって生まれた空間のなかを、動物のようにも、小細胞のようにも見えるカラ

フルな模様が動き出す、現在の画風につながっていることがよくわかる。だが、こ

の発展の過程を細部にわたって読み解くことはわたしにはできない。

大学の二回生で、陶芸の技法を学びはじめたばかりの安田さんにとっても、

それは相当の難題ではあっただろう。彼女が段ボールを開け絵画の梱包をほど

いたとき、感動とともに、途方に暮れたようでもあったことを思い出す。手を加える

余地など、どこにもないように見えるのだった。

ただ、展示された作品を見ると、悩んだすえ、えいっと開きなおって制作する

こともできたのだろうか。安田さんは小ぶりの陶器を絵画に貼りつけて、思いがけ

ない対応を試みていた。安田さんと会うことをいつも楽しみにして（小躍りするほど）、

作品の返答を心待ちにする山村さんが、彼女の挑戦を後押しすることもあったの

かもしれない。

―

平井和樹さんと鮎川奈央子さんの作品は、展示空間にぐるりと並べられてい

た。それらをめぐれば、二人の思考も、手の動きも、ある程度は追跡することができ

る。吊り下げられた画用紙の裏には、鮎川さんのおおらかな字が共同制作の次の

段階を促し（「平井さんの好きな生物を教えてください」）、それに対する応答もまた、平井

さんの端正な言葉づかいで隣り合う作品の裏に記されている（「ぼくの作品はネズミ

とゴリラのゆうごうです」）。そんな掛け合いで、二人はモンタージュのようにお互いの

好きな生き物を組み合わせて、ついには鳥と、犬と、猿の合体した「チュンワンザ

ル」の像として、ギャラリーのまんなかに据えられた。

展示を終えて、平井さんは交換の過程がとても楽しかったと言った。そう言い

ながら、かたわらの鮎川さんのことをそれほど気にかけている様子は見せない。

二人はあまり目もあわせない。

「オープンキッチン」の交換がはじまる前、平井さんと仲良くなりたいと鮎川さん

が言っていたことを思い出す。仲良くなるとはどういうことなのか尋ねると、よく考

えたあとで、こんな答が返ってきた。「同じ場所で、面と向かって話さなくても、「あ、

いるな」って感じです。ずっと一緒にいるわけじゃないんですが、一瞬だけ来て、ま

たどっか行く、みたいな」。

―

「オープンキッチン」の交換過程では、作品は段ボールにつめられ郵送される。

それが届くのが待ち遠しくて、開封するのはドキドキする。舟木花さんと山口真琴

さんの展示空間には、彩色された小箱とともに、大小の段ボールがクリスマスの

朝のプレゼントみたいに山積みにされていた。その側面には二人の平面作品が

張りつき、上面には紙片やワイヤーで作られた、怪物とも、異星人ともつかない小

型の生きものたちが、腰かけたりへばりついたりしている。

山口さんは、独りごとのような、他人にはなかなか理解しがたい秘密の日記の

ようなものを送ってみたいと言っていた。そんな日記からは自分でも予期しなかっ

たものが飛び出してくるのだと。たとえばどんなものですか？と尋ねると、変なたと

えですけど、と前置きしてこう言った。「胎生で育った子どもというより、卵生で生ま

れてくる子どものような、そういう言葉のことです。その言葉の一つ一つが単独で

行動することもあれば、共生することもある」。

二人の展示には、黒地のカンバスにたくさんの粒々がまだらにくっついている

平面作品もあった。山積みされた段ボールの中腹あたりに立てかけられていたの

を覚えている。舟木さんから送られてきた、大量のアイロンビーズが使われていた。

その粒々はたしかに卵のようでもあるし、星雲のようでもあるが、ともかくウヨウヨ

動き出しそうな気配があった。

―

もっと思い出されることはあるのだが、ここには書ききれない。どうやって書け

ばいいのか、まだわからないような瞬間もたくさんあって、それが「オープンキッチ

ン」を現在につないでいる。

たんぽぽの家の脇坂風香さんは、引き出しのたくさんある木箱を持っている。

両手でなんとか抱えられるほどのサイズで、底面をのぞく五面には彩られた紙が

くっつき、それを貼りつけているテープもきらきらする。木箱の表面にも、親指と人

差し指を丸めたくらいの大きさの円が蛍光色のペンでおびただしく描きこまれ、全

体として、派手にいたずらされたマンションのミニチュア、といった印象。近寄ると、

脇坂さんは小枝のような棒を引き出しの取手にひっかけ、おごそかにその内部を

見せてくれる。それぞれの引き出しは、底面から、角、へりに至るまで塗られていて、
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回転させるとそのつど発見がある。それで、はらはらと折りたたまれた手紙が落ち

てくるから、その半透明の紙をひらくと、わたしには読めない極小の文字が記され

ているのだった。

「オープンキッチン」はあの木箱のようなもので、いろいろと見せたいものはあ

るのに、解読できないものが多すぎて、すべてをお示しすることはとてもできない。

脇坂さんの小枝みたいに、小箱をすうっと引き出してくることが自分にもできれば、

と悔しがっている。

―

―

京都市立芸術大学 講師

永守伸年
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には、なんらかの「ゴール」が設定される。それは作品であったり、展覧会であった

りするだろうが、参加者たちはその共通のゴールに向けて制作を続けていく。そう

して作り上げられた作品は彼らの思いが一つにつながった「結束点」のようなもの

だろう。

一方、先述のように、アートラリーのコラボレーションにおいては、参加者たち

はお互いに分かりあえないまま、並走するように協働を続けてきた。こういったプ

ロセスから生み出された作品たちは、お互いの結束点とはなりえず、ラリーという

不完全なコミュニケーションの、その時その時の状態を映す副産物である。また、

このラリーというプロセス自体には終わりがない（しようと思えばずっとラリーし続けるこ

ともできた）ため、ゴールとしての展覧会を設定することも難しかったのだろう。

ただし、もちろん、この冊子にも記録が掲載されているように、本プロジェクト

は最終的には展覧会と言う形にまとめ上げられた。これは参加者たちの「ここで

生まれた交流を、発信しないことは逆にもったいない」、「作品としてつくっている以

上、他者に鑑賞されることも必要だろう」といった意見から実現したものである。し

かし、本展覧会は完成された作品を発表する場ではなく、未完成なプロセスをあり

のまま見せる空間となった。つまり、本プロジェクトは作品や展覧会といったゴール

としての点をつないでいくプロセスではなく、それぞれの参加者が気ままな交流を

重ねていく、線のように紡がれるアートプロジェクトであり、それらの線が一時的に

集まった空間があの展覧会であったのだろう。続いて、1つのペアの展示から、アー

トラリーのあり方をさらに深めて考えてみたい。

―

身体的な会話の地図？：福島×水田ペアの取り組み

福島周平さん、水田篤紀さんのペアの展示作品は、他のペアに比べて独特な

ものであった。彼らはアートラリーの間はスケッチブックに描かれたドローイング

の送りあいをしていたものの、展覧会ではそのスケッチブックは展示せず、展覧会

場にてライブペインティングを行い、新たなドローイングを制作、展示していた。

展覧会の搬入日、作業を進める福島さんが「何を展示すれば良いか分から

ないんですよね」と言っていたことを覚えている。これは展覧会を進めるメンバーと

しては準備不足ととらえられてしまう発言だったかもしれない。また、ラリーのなか

で積み重ねられた作品ではなく、ライブで制作した作品を展示するということは、

一見するとアートラリーのルールから離れてしまうようにも思える。

しかし一歩引いてみると、彼らの展示には彼らなりのアートラリーへの解釈が

表れているようにも見える。恐らく彼らにとって、取り交わしていたスケッチブック

はあくまでやり取りの一面に過ぎず、実際には、関係性や身振りといった、たくさん

の無形のものが二人の間に積みあがっていたのだろう。そして彼らはライブペイン

ティングを通じて、その積みあげてきた無形の対話を、リアルタイムでつくり出すや

り取りの痕跡、まさにドローイング（＝引いた跡）として提示したのかもしれない。

大判のキャンバスに描かれた彼らの作品を見ると、縦横に引かれた格子状

の線のなかに、図形やラインが複雑に配置され、ところどころ重なりあったり、時に

分断され、地形図のように広がっている。きっと、彼らが紡いだラリーの線＝道のり

をたどるには、このような身体的で曲がりくねった地図が必要なのだろう。

―

ラリーはつづく

以上、本稿ではアートラリーを、アートをメディアとした不完全なコミュニケー

ションと、その結果として生まれる、結束点を持たない線としてのアートプロジェク

トという視点から分析してきた。概して言うならばアートラリーは、アートという曖昧

なものをはさみ、交流を行うことで、コミュニケーションのあり方を問い直す試みで

あったといえるかもしれない。

そして最後に大切なことは、このプロジェクトは展示によって終わったのでは

ないということだ。たしかに、アートラリーの作品のやり取り自体は展覧会をもって

一旦終了している。しかし先述したように、この展覧会は参加者それぞれが紡いで

いる糸が一時的に集まったものであり、ゴールではなかった。きっと、今後もそれ

ぞれの参加者が自分の表現活動を続けていくなかで、誰かと出会いなおしたり、

新たな出会いが生まれたりするのだろう。その折々に、新たなラリーがつながって

いくことを期待している。

―

―

一般財団法人たんぽぽの家

大井卓也
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不完全な 
コミュニケーション・ 
線としての 
アートプロジェクト

近年、障害のある人のアート活動に注目が集まるなか、アーティストが福祉施

設とコラボレーションして作品を制作したり、障害の有無に関わらず、誰もが参加

できるアートワークショップが開催されるなど、多様な協働の機会が生まれつつあ

る。また、学生と障害のある人のコラボレーションに関しても、美術分野だけではな

く、デザイン、建築、工学、地域振興など、幅広い分野で様な々試みが行われている。

さて今回、たんぽぽの家アートセンターHANAのアーティストと京都市立芸

術大学の学生有志たちの間で交わされた「アートラリー」も、一口に言えば障害の

ある人と芸術を学ぶ学生とのコラボレーションによる作品制作の取り組みであっ

たといえるだろう。しかし、自身がプロジェクトに関わった立場からすると、このプロ

ジェクトには一般的なコラボレーションではとらえきれないいくつかの特色があっ

たようにも感じられる。本稿ではそれらの特色を、プロジェクトのプロセスに焦点を

当て、やや俯瞰的に考察してみたい。

―

不完全なコミュニケーション

まず、本プロジェクトの第一の特色は参加者同士の交流の方法にあったよう

に思われる。一般的に、障害のあるなしを問わず、アーティストと誰かがコラボレー

ションを行う場合、その一つの目的には「相互理解」というキーワードがあげられる

ことが多いように感じられる。コラボレーションを通じ、お互いの思いや意見を交

換しあい、協働して一つの作品に向きあっていく、そんなイメージが浮かぶのでは

ないだろうか。例えば、本プロジェクトであれば「アートを通じて障害のある人と学

生が交流し、理解しあう」といった目的設定も可能だったかもしれない。

しかし、本プロジェクトにおいては、そういった目的は特に設定されておらず、

また、交流のあり方はそれぞれの参加者にゆだねられており、学生にせよたんぽ

ぽの家のメンバーにせよ、お互いに「分かりあえない」状態での交流が続いてい

たように見受けられる。この分かりあえなさの理由の一つとしては、もちろん、たん

ぽぽの家のメンバーたちに障害があるということもあげられるだろう。彼らのな

かには言葉でのコミュニケーションが難しく、意思や感情の読み取りが難しいメン

バーもいる（また、本プロジェクトにおいては、彼らの障害特性や支援の方法を学生に説明す

る、といったいわゆる「障害理解」のような時間もあえて設けていなかった）。しかし、なにより

も大きな理由としては、このアートラリーのプロセスそのものがあげられるだろう。

アートラリーとは、たんぽぽの家のメンバーと京都市立芸大の学生が、互い

に作品を郵送で送りあい、共同制作をしていくというプロセスのコラボレーション

であった。ラリーの相手がどのような人で、何を考えているのかは、主にその送ら

れてきた作品を通じてしか読み取れず、また、その返答も作品を通じて行われる。

このように、アートをクッションにした、ある種不完全なコミュニケーションのあり方

が、この分からなさを生んだのではないだろうか。

―

霧の中にいるようです。白く煙ってなにも見えないのですがただ居心地はよく

て私はゆらゆら漂います。この霧の中にはたくさんの人がいて時たま気配だけが

感じられます。彼らに手を振れば振り返してくれたりくれなかったりします。ゆっくり

霧に目を凝らすと彼らは遊んだり作ったりお互いを観察しあったりしているのがな

んとなくわかります。はっきり見えるのは自分の手元だけなのですがそれは彼らも

そうなのだろうと思います。（後略）（河原雪花 本プロジェクトのステートメントより）

―

これは、本プロジェクトに関わった京都市立芸大のメンバー、河原雪花さんに

よるテキストである。ここには、参加者たちがプロジェクトの最中に感じていた身

体的な感覚が読み取れるように思う。お互いに何を感じ、考えているのか、はっき

りと分かりあうことはできないものの、やり取りされる作品の表面に残るてざわりを

手掛かりに、その背後にいるはずの姿を想像しあい、返答を重ねていく。

通常、私たちは人と出会い、交流を重ねる時、お互いに理解しあえる、もしく

は理解しあえない点を確認しながら、共有されるビジョンを形成していく。しかし本

プロジェクトにおいては、作品というメディアを挟み、お互いの想像によるコミュニ

ケーションを重ねていくため、必然的にそこには分かりあえない部分や、誤解、誤

読、疑問、といったモヤモヤが残り、積層していく。それらのモヤモヤは不確かな

ものではありながらも、不快ではない。そんな少し変わった交流の方法が、本プロ

ジェクトの骨子になっていたのではないだろうか。そしてこの交流の形態は、プロ

ジェクト全体の進行にも影響を与えている。

―

線としてのアートプロジェクト

プロジェクトを進めるなか、参加者の間で議論になったのが「展覧会を行うべ

きだろうか」という点だった。議論のなかでは「このプロジェクトの主なテーマは作

品を通しての交流であって、完成された作品をつくることではないため、そもそも

展覧会ができるのか分からない」といった声が聞かれたが、この意見は示唆的だ

ろう。

通常、複数の参加者のコラボレーションによるアートプロジェクトを行う場合
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奈良展

会期｜2019年4月23日（火）―5月24日（金）

会場｜たんぽぽの家アートセンターHANAギャラリー



会場の様子 27

京都展

会期｜2019年4月3日（水）―4月14日（日）

会場｜ギャラリー崇仁
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各ペアの作品 25AYUKAWA Naoko, HIRAI Kazuki
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各ペアの作品 23HIRATA Maha, HAGIHARA Koichiro
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22 OPEN KITCHEN 2019 平田万葉、萩原宏一郎
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各ペアの作品 21FUKUSHIMA Shuhei, MIZUTA Atsuki



20 OPEN KITCHEN 2019 福島周平、水田篤紀

ライブペインティング



各ペアの作品 19AOKI Katsutoshi, MORI Amiko



18 OPEN KITCHEN 2019 青木克考、毛利愛実子

毎日をなぞる



各ペアの作品 17YASUDA Hinano, YAMAMURA Akihiro



16 OPEN KITCHEN 2019 ヤスダヒナ野、山村晃弘

ゾクゾク運動会



各ペアの作品 15FUNAKI Hana, YAMAGUCHI Makoto



14 OPEN KITCHEN 2019 舟木花、山口真琴



各ペアの記録 13

記録者｜鮎川奈央子
パートナー｜平井和樹
記録メディア｜動画、写真
メモ｜

（平井さん＝H、鮎川さん＝A）

H：「えーっと、ぼ、じゃなかった。……

じゃなかった。なんだったっけ～」

A：「はい。」

H：「え～っと、僕には、え～っと。 

田舎に親戚がいます。」

A：「はい。田舎に……」

H：「（かぶり気味に）田舎に親戚が 

います。」

A：「はい。」

H：「田舎に親戚がいます。それで、

えーっと。鶏を飼っています。」

A：「え！そうなんですか！？」

H：「（身を乗り出す。）あア！！！！」

A：「あっ！！」

―HがAの顔を叩く。

A：「あぁ。蚊がいた？ははは。」

H：「すいません！！」

A：「いやいや……」

H：「すいません！！つねったりして！！」

A：「全然！」

H：「すいません！！つねったりして！！」

A：「全然。大丈夫です。……ありがと

うございます。」

H：「手洗ってくる。」

A：「はい。手はこっちで洗えます。」

―H手を洗いに行く。そして、 

戻ってきて、再び粘土をこね始める。

H：「蚊取り線香持ってきたよ～。」

A：「ありがとうございます。やっぱり

虫が。」

H：「やっつけたー……蚊を殺し

ちゃった。」

―H粘土をこね続ける。
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記録者｜平田万葉
パートナー｜萩原宏一郎
記録メディア｜アイディアノート
メモ｜



各ペアの記録 11

記録者｜毛利愛実子
パートナー｜青木克考
記録メディア｜チラシ、写真、粘土
メモ｜
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記録者｜福島周平
パートナー｜水田篤紀 

記録メディア｜スケッチブック、手紙
メモ｜



各ペアの記録 9

記録者｜山口真琴
パートナー｜舟木花
記録メディア｜シュレッダーにかけられた紙くず、ガラス容器、塗装されたダンボール
メモ｜
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記録者｜ヤスダヒナ野
パートナー｜山村晃弘
記録メディア｜交換ノート、写真、梱包材
メモ｜



作品ラリーの記録について 7

作品ラリーの記録について
記録というものは、綺麗にまとめられた資料になる以前の状態に浪漫を感じます。それは、

整頓されていないが、誰かの私性によって採集されたものであり、未完成なものです。以前たん

ぽぽのスタッフの方が、作品ラリーには浪漫を感じると言っていたのがとても印象に残っていま

す。確かに作品ラリーという、郵送で京芸の学生とたんぽぽのメンバーが作品を取り交わすとい

うのは、一見まどろっこしい行為のように思えます。しかし、段ボールに作品を詰める時、届いた

段ボールを開ける時に、心臓が高鳴るのを感じます。学生たちは、何か決められた記録方法とい

うものを提示されることはなく、気の向くままに個々の記録方法を決めて記録しています。それは、

一般的な記録という枠組みからはみ出たものも多く、私にとって記録とは一体何だろうという言

葉への疑問を生むキッカケとなりました。彼ら彼女らから与えられた、それらの記録は作品ラリー

でつくりだされた作品と言われるものと、同等の価値の存在のように思います。そこで、記録を展

覧会で展示する計画を立てました。

記録者｜平田万葉 ＞＞＞＞＞＞＞＞［記録方法を考えて記録した人物］

パートナー｜萩原宏一郎 ＞＞＞＞＞＞［記録に登場する人物］

記録メディア｜アイディアノート ＞＞＞［彼ら彼女らが思う記録］

メモ｜ ＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞［この記録を通して、あなたが残しておきたいと思った感情や言葉を記録してください］
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たんぽぽの家  ［写真：衣笠名津美］

「アート」と「ケア」の視点から、奈良市を拠点に活動する市民団体。障害のあ

る人がアート活動を仕事にする福祉施設を運営し、絵画や立体、パフォーマンス

など、様な々方法で表現を発信しています。また、アートと社会の新しい関係をつ

くるプロジェクトや、大学や企業と協働した取り組みを行なっています。



 アートを介した コミュニケーションの可能性 5

―

山村晃弘（パートナー：ヤスダヒナ野）

ヤスダさんからはじまったアートラリー。送られてきた作品は陶器の湯呑みと

制作ノートで、山村さんは海の魚や動物の絵を描きました。合わせて送った５０号

の絵画作品は、国内外での出展経験がある山村さんの新作で、１つの絵としても

完成度が高い作品でした。山村さんはとても作業が早いので、他の作品と同時並

行しながら数日で描きあげます。ラリーをしている自覚はしっかりとありながらも、

自身のスタンスは崩さずに作品を作る山村さん。そんな山村さんに何か仕掛けよう

とするヤスダさん。噛み合いそうで噛み合わない２人の、なんともいえないもどか

しさが滲み出たラリーでした。

―

オープンキッチンを終えて

言葉は少なくてもなんとなく通じ合った気持ちになれたり、互いに共感できる

ところが見つかって嬉しかったり、すれ違いを感じながらもなんとか歩み寄ってみ

たり…。このアートラリーは、かたちにならないそんな想いや出来事を「作品」とよ

び、それを作り上げていく機会だったように思います。

オープンキッチンの最後には、たんぽぽの家のギャラリーでアーティストトー

クを開催しました。舟木さんは制作がしたいからとイベントには参加せず、水田さ

んは各ペアにぶっこむような質問をし、山村・ヤスダペアはヤスダさんが遠方から

のスカイプ参加と最後まで微妙にすれ違う。それでもトークは大盛り上がりで幕を

とじ、そのなんともいえない豊かな光景に、アートを介したコミュニケーションの可

能性を感じました。

―

―

社会福祉法人わたぼうしの会

たんぽぽの家アートセンターHANA

アートディレクター　吉永朋希
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 アートを介した 
 コミュニケーションの可能性
障害のある人と芸大生との協働

「オープンキッチン」に参加するたんぽぽの家の障害のあるメンバーを選んだ

のは、京都市立芸術大学の学生たちです。学生たちの選び方はとても面白く「さっ

きすれ違った、あそこで独り言を言っていた人とやりたい」「本人の姿は見ていな

いけど、窓のそばに置いてあったチラシに絵を描いた人」など、たった半日の訪問

でこれから１年間ともに協働制作をするペアを決めていました。

選ばれた６人の中には、普段の活動では、誰かと協働することが難しいメン

バーもいて、学生たちは、たんぽぽの家のスタッフとは全く違う発想でペアを決め

ていました。私たちもいつかは表現の機会を作りたいと思っていましたが、上手く

いかないのではないかという不安の方が大きかったです。そういう意味で、オープ

ンキッチンはたんぽぽの家にとって大きなチャレンジでした。

―

それぞれのアートラリー

アートラリーでのスタッフの役割は①メンバーの決定を全て受け入れること

②本人のペースを大切に完成を急かさないこと（ラリーの回数にこだわらない）③完

成次第速やかに発送すること、でした。

―

青木克考（パートナー：毛利愛実子）

青木さんは、身体・知的・精神・聴覚の４つの障害が重複しているメンバーで、

コミュニケーションをとることが難しく、今回のような協働制作もはじめてでした。

たんぽぽの家では、スタッフやボランティアが持ってきたチラシや雑誌の気になる

ところに線を引く制作をしています。ラリーのはじめに、毛利さんから送られてきた

ものは陶器の立体作品でした。しかし青木さんが関心を示したのは、作品が入っ

ていた段ボールに貼ってある宛名書き。結局立体作品には何もせずに終わりまし

た。青木さんがアートラリーの意味をどこまで認識していたかはわかりませんが、

毛利さんがたんぽぽの家に来てくれるときはいつも機嫌よく接していました。

―

萩原宏一郎（パートナー：平田万葉）

このペアのラリーの一番手は萩原さん。送った作品は過去に展覧会にも出

品したことがある、張り子のお面。７つあったシリーズの中でも一番良い２つを自

身で選びました。これは彼の代表作で、たんぽぽの家としては絶対に手放さない

作品でしたが、このプロジェクトは本人の決定を尊重するという趣旨だから...とや

むなく承諾し、平田さんに発送。萩原さんは一本気な性格なので、自身の一番良

い作品をアートラリーにぶつけたんだと思います。返ってきたものは針金と土で

作った全く別の作品でしたが、ひるむことなく新聞紙を貼りつけ、今の自分を表現

していました。

―

平井和樹（パートナー：鮎川奈央子）

平井さんは自閉症で、彼とのコミュニケーションをとる際には人となりを知っ

た上での伝え方が重要で、それなりの経験が必要になります。そのようなところ

が、外部の方との協働がしにくいと判断していました。しかし実際にラリーをしてみ

ると、このペアが最も回数をこなしていて、手紙も送りあっています。「スーパーキノ

コを作ったから鮎川さんは１UPキノコを作ってください。」「１UPキノコありがとうご

ざいます。今月の最後の木曜日にゾウさんの絵を持って行きます。」など、普通にコ

ミュニケーションをとっている。京芸にお邪魔したときも鮎川さんとおしゃべりをし

ながら一緒に作品を作っていました。今年で一番楽しかったことは？と聞いたときに

「大学に行ったこと！」と言っていたのが印象的でした。

―

舟木花（パートナー：山口真琴）

舟木さんは、当時２０歳で、たんぽぽの家では一番若いメンバーでした。創作

が好きで、熱中すると絵の具のボトルを使い切るまで塗りたくり、カラーテープもな

くなるまで貼り続けます。様な々画材や素材に関心があり、その時々のブームで作

品を生み出していきます。そんな調子なので、舟木さんがラリーを理解していたか

どうかはわかりません。山口さんが送ってくれた鳥の立体作品にも、迷いなく絵の

具を塗りたくっていましたが、恐らく何が送られてもそのようにしていたかもしれま

せん。しかし、山口さんのラリーのインタビューを聞くと「互いのブームとブームを交

換しあっている感じ」と意外にも伝わっていました。

―

水田篤紀（パートナー：福島周平）

初回の福島さんから送られてきた作品は、ドローイングが描かれたスケッチ

ブック。水田さんが、まず始めに行ったことは、作品を読み込むことでした。半日ほ

ど作品を見た後、スタッフと画材の相談をして制作がスタート。水田さんは「福島

さんの絵が独特だったので、あらゆるところに水彩色鉛筆で色を塗り、面白くして

返そう」と思いながら制作したそうです。展覧会では初日に２人で行ったライブペイ

ンティングの作品を展示。画面を四等分にして交互に描くというルールのもと描き

ました。出来上がった作品に対して水田さんは「福島さんが何を考えて描いている

かわからなかったのが、良い意味で自分にも作用し、面白い作品になった」と語っ

ていました。
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ここは白の世界、霧がたちこめています。

私が歩みはじめると、ふっと上からあたたかい何かを感じました。

木漏れ日のような光の筋がいくつも降り注ぎ、彼らの行く手を照らしています。

その光は薄い布のように、時には糸のように細くなり、

表情をころころと変えていきます。

彼らは、何かを紡いでいるようです。

彼らが見ようとしているモノはどこか違うようです。

霧は彼らの周りをとりまき、

見えているものを次第に真っ白にしてしまうかもしれません。

また光の雨が降り注ぎます。
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